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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月22日(2020.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）をコードする核酸、インターロイキン７をコードする核酸、
及びＣＣＬ１９をコードする核酸をＴ細胞に導入する工程を含むことを特徴とする、ＣＡ
Ｒ、インターロイキン７、及びＣＣＬ１９を発現するＴ細胞の作製方法。
【請求項２】
ＣＡＲをコードする核酸、インターロイキン７をコードする核酸、及びＣＣＬ１９をコー
ドする核酸を、ベクターを用いてＴ細胞に導入することを特徴とする、請求項１記載のＴ
細胞の作製方法。
【請求項３】
ベクターがレトロウイルスベクターであることを特徴とする請求項２記載のＴ細胞の作製
方法。
【請求項４】
ＣＡＲをコードする核酸、インターロイキン７をコードする核酸、及びＣＣＬ１９をコー
ドする核酸を含有するＣＡＲ発現ベクターをＴ細胞に導入することを特徴とする請求項２
又は３記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項５】
ＣＡＲをコードする核酸、インターロイキン７をコードする核酸、及びＣＣＬ１９をコー
ドする核酸が自己切断型ペプチドをコードする配列を介して連結されていることを特徴と
する請求項４記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項６】
ＣＡＲをコードする核酸及びインターロイキン７をコードする核酸を含有するＣＡＲ発現
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ベクター、及び、ＣＡＲをコードする核酸及びＣＣＬ１９をコードする核酸を含有するＣ
ＡＲ発現ベクターをＴ細胞に導入することを特徴とする請求項２又は３記載のＴ細胞の作
製方法。
【請求項７】
ＣＡＲをコードする核酸とインターロイキン７をコードする核酸、及びＣＡＲをコードす
る核酸とＣＣＬ１９をコードする核酸が、それぞれ自己切断型ペプチドをコードする配列
を介して連結されていることを特徴とする請求項６記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項８】
ＣＡＲにおける一本鎖抗体が、ＣＤ２０又はＦＩＴＣ認識する一本鎖抗体であることを特
徴とする請求項１～７のいずれか記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項９】
ＣＡＲをコードする核酸が、ＣＤ８の細胞膜貫通領域のポリペプチドをコードする核酸を
含有することを特徴とする請求項１～８のいずれか記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項１０】
ＣＡＲをコードする核酸が、ＣＤ２８の細胞内領域、４－１ＢＢの細胞内領域、及びＣＤ
３ζの細胞内領域のポリペプチドをコードする核酸を含有することを特徴とする請求項１
～９のいずれか記載のＴ細胞の作製方法。
【請求項１１】
（ａ）ＣＡＲをコードする核酸、インターロイキン７をコードする核酸、及びＣＣＬ１９
をコードする核酸を含有するＣＡＲ発現ベクター；
（ｂ）ＣＡＲをコードする核酸及びインターロイキン７をコードする核酸を含有するＣＡ
Ｒ発現ベクター、及び、ＣＡＲをコードする核酸及びＣＣＬ１９をコードする核酸を含有
するＣＡＲ発現ベクター；
の（ａ）又は（ｂ）に示すＣＡＲ発現ベクターを備える、ＣＡＲ、インターロイキン７、
及びＣＣＬ１９を発現するＴ細胞を作製するためのキット。
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